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自然再生事業の実施状況等について

令和８年１月２７日
自 然 保 護 課

１ 植栽事業

企業版ふるさと納税による寄附を活用し、ブナ・ミズナラの植樹を実施
しました。（NPO法人冒険の鍵クーンに委託）
８月に予定していた「100 年後の森づくり事業」での植樹は、豪雨災害に
伴う市道の通行止めにより中止となりました。また、１０月に予定してい
た企業主催の植樹イベントについても、県内でのクマによる人的被害増加
の報道を受け、開催が見送られることとなりました。このため、今年度の
植栽本数は８０本程度となっています。

植樹イベントの実施状況（受託者による植樹を除く。）

実施日 植栽地 参加者 参加人数

6月7日 植栽地No18 森援隊及び野鳥観察会（環境省事業）参加者 6

10月5日 施設整備用地 森援隊及び一般参加者 10

10月14日 施設整備用地 一般参加者 4

10月17日 植栽地No18 企業参加者 16
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２ 環境学習会

奥森吉青少年野外活動基地を拠点とし、県内の小学生を対象とした環境
学習会を実施しました。

①第１回
８月２日 ２０名参加 （実施内容：森探検、渓谷遊び）

②第２回
８月９日 ２１名参加 （実施内容：森探検、外来種駆除、昆虫観察会）

３ 第５期計画に向けた対応

６月２５日に自然再生協議会委員による現地調査を行いました。委員１
１名が参加し、植栽状況の現地確認と意見交換を行いました。



令和８年度の自然再生事業について

令和８年１月２７日
自 然 保 護 課

１ 植栽事業（継続）

ブナ・ミズナラの植樹を実施します。
実施にあたっては、引き続き、県民や企業の参画の促進を図ります。

２ 環境学習会（継続）

奥森吉青少年野外活動基地を拠点とし、県内の小学生を対象とした環境
学習会を実施します。

３ 第５期計画に基づく取組

（１）ドローンを活用した調査（継続）
林業研究研修センターの協力のもと、自然再生事業実施地域の南部地

域で行っていたドローンを活用した樹林化に関する調査を引き続き実施
します。

（２）自然共生サイトの認定に向けた取組（新規）
企業や地域団体との連携を強化するため、国の支援マッチングサイト

に森吉山麓高原の登録を行います。

支援マッチングサイト

ドローンによる空撮調査


